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や関係を、共通の概念としては取り扱われていな
い??????。ただし、単位を含めた定量化が明確に示され
ていることから、同時に学ぶことで相互のエネルギー
の移動を理解することは可能である。
社会の科目では資源としてのエネルギーが内容にあ
るが、小学校および中学校と同様、科学的な定義は示
されていない。
４.中学校技術科におけるエネルギー教育と教科横断
的教育の可能性
３.に示したように、教科では社会科、理科および技
術・家庭科においてエネルギーに関する内容が含まれ
ている。このことから、教科横断的な教育の実現が期
待できるが、一方、本稿では次の２つの問題を確認し
た。
①エネルギーの表現や定義の説明が教科や学年によっ
て異なる。
②異なる教科で同じ内容が重複している。
①については、物理や化学の分野では物理量として
のエネルギーを明確に示されているのに対して、社会
と理科ではそれぞれの教科で学習すべきエネルギーの
捉え方が異なり、生物や地学の分野においてはエネル
ギーの定義が示されていないことが挙げられる。また
技術・家庭ではエネルギーの物理学的定義を基本とし
ながらも、具体的な定義は教育内容に含まれていない。
このことから、同じエネルギー教育であっても、相互
の理解として修得しにくいといえる。
これらの問題についてはそれぞれの教科の学習内容
や目的を維持しながらも、共通の理解としてのエネル
ギーを定義しておくか、学習過程で相互の関係を見出
すような指導の方法が望まれる。
②についてはエネルギーの変換に関する内容が中学
校理科と技術科で大きく重複しており、高等学校の物
理基礎でも取り上げられている。エネルギーが表現を
変え移動することとその変換効率の考え方は現代社会
や生活において重要であることから、これらを取り扱
う教科間で整理し、協調しながら体系的に学習できる
手法が有効であると考えられる。また、この内容に社
会的な考察を含め、エネルギー問題や省エネルギーに
つなげる内容が期待できる。
人類の特に近代のエネルギーの利用の歴史は、いか
に変換効率を上げるかといった技術革進の歴史でもあ
る。たとえば、照明を例に挙げると、エジソンが発明
した白熱球は時代とともに蛍光管に代表される放電方
式の発光、LEDや有機EL照明と、エネルギー変換効率
の大きい製品にとって代わるようになっている。変換
効率を上げることで資源の有効活用や温暖化の抑制な
どの環境負荷を削減し、発熱による工業製品の劣化を
抑制するなど生産の効率化が実現し、生活においては
出費を抑える効果が得られる。このようなエネルギー
とその利用に関する教育を中学校３教科で連携するこ
とで、持続可能な社会を実現するためのエネルギー教
育が実現できると考えられる。
５.おわりに
現行の学習指導要領において、技術・家庭科の技術
分野では
Ａ 材料と加工に関する技術
Ｂ エネルギー変換に関する技術
Ｃ 生物育成に関する技術
Ｄ 情報に関する技術
のように多種多様な内容が含まれている。またほとん
どの内容では実習を含んだ教育が求められていること
から、生徒にとって興味を持ち、体験的に内容が理解
できる教科である。Ｂ エネルギー変換に関する技術に
おいても各教科書では実習内容を含め、教材も多数製
品として販売されている。しかし、多くはテーブルタ
ップなどの電気装置の製作にとどまり、エネルギー変
換そのものの学習を目的とした教材はほとんど採用さ
れていない。しかし、エネルギーのような理解が困難
な概念であっても上記のような体験的学習によって大
きな教育効果が得られると考えられることから、技術
科での実習を中心とした教科横断的なエネルギー教育
が有効であると考えられる。
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